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はじめに
岡本太郎（1911～1996）は実に多数の著作を著した芸
術家であり、その著作は大規模な回顧展開催の機会に復
刊されるなど、いまなお広く読み継がれているものも多
い。もちろん単行書だけではなく、雑誌・新聞への寄稿
についても数えきれないほど行い、記事や寄稿先のジャ
ンルも、芸術から教育論、さらにスキーまで、美術雑誌
から女性誌、一般週刊誌までと多岐にわたっている。芸
術家としては著作の数がずば抜けて多いのはもちろん、
著作家として考えた場合にもその守備範囲と量産の姿勢
には目を見張る。つまり、著作も岡本の活動の重要な部
分を支えるものであり、著作家としての岡本太郎を検討
せずに、その全体像を考察することはできない。
その岡本太郎の単行書のうち、最も著名で言及される
ことの多いのが、『今日の芸術 時代を創造するものは誰
か』（光文社、1954年、図１、以下「『今日の芸術』」と
略記する）である。当時の多くの美術書に見られるよう
に主に西洋の現代芸術の紹介を行いつつも、しかし、そ
の紹介を主軸とすることはなく、日本の現代の生活に立
脚し、そこで現代芸術がどのような役割を果たすことが
できるかを課題とした芸術論である。そこでは、戦後日
本において芸術は誰のものであるかという問いがたてら
れ、すべての人のものであるとの回答が導かれている。
岡本の業績の考察には欠かすことはできない著作である。
本書については、すでに小金沢智の論考「岡本太郎
『今日の芸術』考」があり(1)、本書の特徴と受容について
論じられている。また、筆者は、拙稿「ベストセラー
『今日の芸術』と啓蒙者・岡本太郎の誕生」（『美術運動史
研究会ニュース』115号、2010年10月）および拙稿「今
日の芸術（岡本太郎生誕100年記念特集「太郎を知るキ
ーワード10」）」（『美術手帖』949号、2011年２月）にお
いて、芸術の啓蒙
者としての岡本の
観点から『今日の
芸術』を考察した。
光文社の編集者で
のちの社長である
神吉晴夫（1901～
1977）の出版理念
から、一般の青年
に合わせた内容と
編集、積極的な広
告による確実なベ
スト・セラー化と
それを享受した通
常の美術や美術書
の受容者ではない
読者層、そして神吉の仕掛けた新書レーベル「カッパ・
ブックス」（1954年創刊）に起因する新書ブームの受容
層と、岡本が自らの作品や芸術論を伝えるべき対象と考
えた人々とが、完全に合致したことから生み出された著
作であることを確認した。本書はベスト・セラーとなり、
その結果を受けて、岡本は美術界ではなく一般の人々こ
そが自分の芸術の受容者であるべきことを自覚し、以降
の活動はその信念に基づいて展開されることとなったと
結論付けた。
しかしながら、上述の拙稿では紙幅の都合で論じるこ
との出来なかったことが多く、また、その後の調査・研
究により、『今日の芸術』のみに注目するだけでは未だ本
書の出版の背景の把握が不十分であり、岡本の想定した
読者が明確ではない、同時代の美術書出版との関係が明
らかではないという問題があることがわかった。この検
討によって『今日の芸術』を美術史の中に位置づけるこ
とが出来ると考える。そこでさらなる課題として、第一
に岡本の他の著作との関係性の検討、第二に他の著者の
同傾向の著作との比較、第三に当時の出版界の状況との
関連についてのさらに詳細な考察によって、本書のより
明確な位置付けを検討する必要性があると考えた。以上
のような経緯から、先行研究の成果を踏まえ、本稿では
この三つの観点から考察を行い、岡本が考える自らの著
作の読者について検討したい。
なお、本稿では一般向けの書籍（あるいは一般の人々）
という表現を用いるが、美術の専門家、美術愛好家では
ない、通常想定される美術の受容層ではない人々に向け
られたものとして使用する。
第１章 『今日の芸術』と岡本が対象とした読者
『今日の芸術』の主張
まずは『今日の芸術』の内容と、1950年代の岡本のい
くつかの著作との比較から、岡本が著作で想定した読者
について考えてみたい。本書は次の６章から構成されて
いる（論の核心となる第４章と第５章については各節の
見出しも記した）。
第１章 なぜ芸術があるのか
第２章 わからないということ
第３章 新しいということは、何か
第４章 芸術の価値転換
芸術はここちよくあってはならない／芸術はいやった
らしい／芸術は「きれい」であってはならない／芸術
は「うまく」あってはいけない
第５章 芸術はすべての人の創るもの
見ることは、創ることでもある／芸術とは単数であり、
複数である／あなた自身を創造する／見ることから描
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図１ 『今日の芸術』
くことへ／昔、絵は見るものではなかった／お蔵の中
に眠る名画／見せると減る芸術／下手な絵描きたち／
貴族から市民の芸術へ／ヘッポコ絵描きセザンヌ／素
人画家ゴッホ、ゴーギャン、アンリ・ルソー／まずく
描くピカソ／名人芸のいらない時代／生産様式と芸術
様式／四君子とモンドリアン／「ピカソなんか、おれだ
って……」／だれでも描けるし、描かねばならない／絵
を描くのは余技ではない／うまい絵を描こうとするま
ちがい／デタラメがなぜ描けないか／とにかく描く／
自由の実験室／家じゅう全部で／ポーズを切りくずす
こと／「芸術なんてなんでもない」／子どもと絵／描く
衝動／見られたくない／正しい図画教育とは／昔の図
画教育／生徒に絵を教わる時間／赤丸チョンチョン、
子どもの「八の字」／子どもの自由と芸術家の自由
第６章 われわれの土台はどうか
なお、図版も豊富に使用され、原色版が２図、アート
紙に刷られた図版が55図、本文中の挿図が32図である。
芸術の専門家ではなく、通常の芸術の受容層ではない
一般の読者へ向けた芸術論として、第５章に見られるよ
うに鑑賞者（ただし新たな価値を創造する鑑賞を要求す
る）として芸術にかかわる態度が本書の基調であり、制
作者ではないそのような読者が芸術と初めて出会うであ
ろう学校での美術教育に言及する。第１章では芸術その
ものの解説からはじめ、第２章では写実を離れた近代美
術の意味、第３章ではモダニズムについて、第４章では
いよいよ自らの芸術論の核心を主張する。そして第５章
で、鑑賞を接点に読者を芸術に巻き込んで行き、第６章
で、現代芸術が現代日本を生きる読者自身と生活の問題
であることを説得する。見出しを見ると、かなり具体的
な実例に沿って書かれていることもうかがえる。こうし
て分析してみると、構成としては堅実であり、ある種オ
ーソドックスともいえるだろう。
岡本敏子が説明するように、本書は光文社の神吉晴夫
（1901～1977）の手配により、担当編集者と速記者が岡
本の口述を記録することで半年の期間を費やして原稿が
作られていった。その原稿を神吉がチェックし、すべて
中学２年生でも理解できる表現にするようにという神吉
の助言によって岡本が改稿を重ね、共同作業で最終稿が
作られた(2)。神吉は戦前に、講談社の出版局児童課長を
務めており、幼児・児童教育への関心を持っていたこと
も本書の性格を決めたのであろう。このプロセスが、上
記のような分かりやすい内容と岡本らしさを両立させ、
効果的な構成を成立させたのであろう。
岡本太郎の鑑賞者観
ところで、従来の岡本太郎研究では言及されてこなか
ったが、1954年の『今日の芸術』に先立つ1951年に理論
社から刊行された『美しい生活のために─新しい芸術鑑
賞』（青年学生新書２、図２）に、岡本が「美術鑑賞の現
代的立場」と題して10頁にわたる美術鑑賞論を寄せてい
ることは見逃せない。本書の序文には「美しい生活──
そんなことばを口にするとき、現代日本の青年の胸には、
むしろ、はげしい反発がわく。祖国はすべてを失ったで
はないか、現状は余りにも荒涼としているではないか、
未来は灰色にとざされようとしているではないか──と。
本書は、正にこのような反発心の前に捧げられるもので
ある」という編集部の言葉が記されているように(3)、戦
後の新しい読者であるごく一般の青年たちに向けられた、
生活に結びつけた映画・演劇・音楽・美術の芸術鑑賞論
であった。また、「既成の通念への解説や入門が多すぎる
現状にあって、私たちは本書の如きものをこそ、青年へ
の入門書の正道に据えたい」と編集部が主張するように
(4)、同時代のいわゆる概説書に対する挑戦でもあった。
理論社社長・小宮山量平（1916～2012）は、戦前、大倉
商業学校在学中に左翼運動に参加した経歴を持ち、戦後、
理論社を創設し、児童文学作品の刊行などに携わった人
物であった。本書にも小宮山の、学生を対象とした左翼
的な編集方針が現れているようである。以下に収載論文
の筆者と題名を記す。
武谷三男「観賞者の現代的な立場」、蔵原惟人「資本主義
的創造と社会主義的創造」、野間宏「労働階級と青年学生
との結びつき」、都留重人「映画はどういう芸術か」、三
浦つとむ「映画の倫理と生活の論理」、瓜生忠夫「日本映
画の人間喪失と復活」、木下順二「現代演劇とは何か」、
下村正夫「新劇と「人間解放」」、小池基之「新劇への評
価と期待」、松田智雄「近代音楽の成立」、小山郁之進
「「古典音楽」が語りかけるもの」、井上頼豊「現代音楽創
造への参加」、内
田巌「絵をみると
いうことは一つの
芸術である」、岡
本太郎「美術鑑賞
の現代的立場」、
峯孝「造形芸術の
理論から学ぶも
の」、南博「観客
調査を通じて見た
鑑賞者の問題」、
全逓信労働組合
「職場での芸術鑑
賞」、理論編集部
「読書のすすめ」
本書の岡本の文
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図２ 『美しい生活のために』

一般の人々に向けさせたことは間違いないだろう。以上
に見てきたように、1950年から1956年までの岡本の著作
が対象とする読者の変遷からそのことを確認することが
できる。
第２章 『今日の芸術』刊行とベスト・セラー化の背景
『今日の芸術』異本
次に、岡本が想定する読者に、いかに『今日の芸術』
が届けられたのかを検討していく。
本書ははじめ単行書として刊行され、その後は新書版、
文庫版、著作集への収録などの形態により、1950年代か
らごく近年まで、折に触れて受容する機会が与えられて
きた。その経緯を以下に整理しておく。
１．『今日の芸術 時代を創造するものは誰か』光文社
（叢書「考える世代とともに」）、1954年８月（図１）
２．『今日の芸術 時代を創造するものは誰か』光文社
（カッパ・ブックス）、1955年５月（図４）
３．『新版 今日の芸術 生活を創造するエネルギーの源
泉』光文社（カッパ・ブックス）、1963年10月（図５）
４．『今日の芸術』講談社（講談社文庫）、1973年11月
（図６）
５．『岡本太郎著作集 １>今日の芸術』講談社、1979年
10月
６．『今日の芸術 時代を創造するものは誰か』光文社
（知恵の森文庫）、1999年３月
７．『岡本太郎の宇宙１ 対極と爆発』ちくま書房（ちく
ま学芸文庫）、2011年２月
単行書ののち、早くも翌年には同じく光文社から、同
年創設されたレーベル「カッパ・ブックス」から新書版
として刊行された。新書版は改題されて、最初の新書版
から８年後に再刊
され、10年後には
光文社の関連親会
社である講談社か
ら文庫となった。
文庫版では梅原猛
が解説を執筆、岡
本の自筆年譜と、
1970年の作品であ
る《太陽の塔》の
写真が掲載され
た。さらに６年後、
同じく講談社から
出た全９巻の著作
集の中に収録さ
れ、その後は20年
間絶版となった。
講談社の文庫と著作集は、大阪万博以降の岡本太郎の知
名度に関連しての出版であろう。そして1996年の岡本の
没後、1999年の川崎市岡本太郎美術館の開館前に光文社
から文庫で復刊され新刊で読むことが可能となった。ま
た、2011年の生誕百年に際しては、東京国立近代美術館
で大規模な回顧展が開催されたこともあり、この時期に
合わせてちくま書房版の著作集にも収録されている。こ
のように、『今日の芸術』刊行の経緯は、岡本太郎の評価
あるいは流行と連動しているということからも興味深い。
1980年には平凡社から大型の回顧的な画集が刊行され、
さらに1981年、岡本は70歳となり、初めての公立美術館
での回顧展が山梨県立美術館で開催されている。1979年
の著作集以降、『今日の芸術』が長らく絶版となったこと
には、この段階で評価が安定し、大きく変動しなくなっ
たということがあるだろう。おそらくその評価というの
は、大阪万博での活動を経ての一般社会での高い知名度
と、美術界やデザインあるいは建築界における専門家の
枠内での低評価であろう(15)。
『今日の芸術』のベストセラー化
さて、1954年の『今日の芸術』は８月5日の刊行後、間
もなくベスト・セラーとなった。大宅壮一は「昨年出た
彼の著書『今日の芸術』は、たちまち十数万も出てベス
ト・セラーになった」としている(16)。1955年に岩波書店
の『広辞苑』が12万部も売れたというが(17)、それ以上の
販売数を示したことになる。1954年８月29日付『読売新
聞』掲載「今月のベスト・セラーズ」は下記の通りで、
『今日の芸術』は第５位の売り上げを記録している。美術
書や美術家の著作がベスト・セラーになるのは大変稀な
ことであった。
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図４（左）および図５（右) 新書版『今日の芸術』
図６ 文庫版『今日の芸術』
伊藤整『文学と人間』（角川書店）、三島由紀夫『潮騒』
（新潮社）、伊藤整『伊藤整氏の生活と意見』（河出書房）、
セシル・ローラン『カロリーヌ』（鱒書房）、岡本太郎
『今日の芸術』（光文社）、伊藤整『女性に関する十二章』
（中央公論社）、ロバート・シオボールド『真珠湾の審判』
（講談社）、石川達三『悪の愉しき』（講談社）、武谷三男
『死の灰』（岩波書店）
なお、出版ニュース社の『出版データブック改訂版
1945～2000』によれば、同年の年間ベスト・セラー上位
10冊は次の通りであった(18)。
伊藤整『女性に関する十二章』（中央公論社）、ローゼン
バーグ夫妻『愛は死を越えて』（光文社）、三島由紀夫
『潮騒』（新潮社）、伊藤整『火の鳥』（光文社）、佐藤弘人
『はだか随筆』（中央経済社）、安田徳太郎『人間の歴史
４』（光文社）、伊藤整『文学入門』（光文社）、丹羽文雄
『小説作法』（文藝春秋新社）、笠信太郎『新聞の読み方に
関する十二章』（中央公論社）、C・サンローラン『カロ
リーヌ』（鱒書房）
また、参考に、毎日新聞による、一般読者へのアンケ
ート形式による「読書世論調査」の1954年度「よいと思
った本・ベスト10」は次の通りであった(19)。
M・ミッチェル『風と共に去りぬ』、『昭和文学全集』（角
川書店）、伊藤整『女性に関する十二章』（中央公論社）、
吉川英治『宮本武蔵』、ローゼンバーグ夫妻『愛は詩を越
えて』（光文社）、モーパッサン『女の一生』、安田徳太郎
『人間の歴史』（光文社）、谷崎純一郎訳『新訳源氏物語』
（中央公論社）、菊田一夫『君の名は』、吉川英治『新平家
物語』
当該年度以外に刊行された書籍が含まれ、瞬間風速的
なベストセラーではない、この時期の読者の読書傾向が
うかがえる。当然ともいえようが、好んで読まれている
のは文芸書である。残念ながら、1954年から1976年まで
の「読書世論調査」の結果では、「よいと思った本」「買
って読んだ本」のいずれでも、トップ10に美術書が入っ
たことはなかった。また、以上のように集計の月別、年
度別や調査元や調査目的によりラインナップや順位は変
動する点は、ベスト・セラーを考える際に留意すべきで
あろう。このような美術書の立場から考えても、『今日の
芸術』のランクインは意義があったことと思われる。
光文社・神吉晴夫の「創作出版」
ところで1954年の『今日の芸術』は、実は単独の書籍
ではなく、光文社の叢書「考える世代とともに」のうち
の５番目に刊行された１冊であった。叢書のラインナッ
プは下記の通りで、すべてＢ６判で全200頁前後、定価
230円で、ハードカバーの書籍としては安価で一般の読
者が手に取りやすいものであったと思われる。この叢書
の刊行は5冊で終了しているようである。
高桑純夫『哲学入門 見るものから働くものへ』（考える
世代とともに１、1953年）
井村恒郎『現代病 おのれを失える人びと』（考える世
代とともに２、1953年）
八杉龍一『人間生物学 科学は生命をどう見るか』（考え
る世代とともに３、1953年）
三好十郎『日本および日本人 抵抗のよりどころは何か』
（考える世代とともに４、1954年）
岡本太郎『今日の芸術 時代を創造するものは誰か』（考
える世代とともに５、1954年）
この「考える世代とともに」については、「光文社な
ど、生物学関係の本で、一般に五、六千がせいぜいと思
われていた本をやわらかいサブ・タイトルで売行をのば
した例もある」と(20)、宣伝等の売り出し方が適切である
との同時代の評価がある。この叢書は着実に想定する読
者のもとに届けられたのであろう。その読者とは、叢書
名からもわかるように、戦後の新しい民主主義のもとに
生きる青年たちであった。むしろ、出版社側から若い世
代に積極的に寄り添う姿勢を、広く宣言している名前で
あるととらえた方がよいかもしれない。
編集者である神吉自身は「考える世代とともに」につ
いて、「古典主義の出版社からも批評家からも私はコテン
コテンにやられましたけれども、よかれあしかれ私は、
敗戦後の日本人がどんなふうに民族再興をやっていくか、
その動きを克明に出版の上に現わしていこうじゃないか」
という意識から刊行したものであると述べている(21)。「わ
れわれ庶民をとりまく社会環境に、いまなお巣くってい
る古い権威、古い秩序にたいして鋭い批判の目を放つて、
その分析をしたり、われわれに蔽いかぶさつてくる古い
権威に抵抗をこころみること」が出版のテーマになり、
そしてそれを読むのは「つねに前向きの、若い、考える
世代が、私たちの読者層」であると想定しているのであ
る(22)。
神吉の「ベストセラー作法十か条」には、作品のテー
マがはっきりしており時宜を得ていること、テーマ・文
体・造本に至るまで新鮮な驚きを読者に与えること、読
者層の核心は20歳前後で15、６歳から25、６歳をねらう、
「文章が『読者の言葉』であること。つまり二十歳を中心
にした読者層が、日常使う言葉で話しかけること」が述
べられ、読者の年齢層も想定されている。だからこそ、
この年代層に直接訴えかける内容が重要であり、その執
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筆においては「編集者はあくまでもプロデューサー（企
画、制作者）の立場に立たなければいけない。“先生”の
原稿を押し頂いてくるだけではダメである。編集者が分
からない原稿は、分かるまで、何度でも書き直してもら
うこと」が重要となる(23)。神吉の手法がベスト・セラー
をつくりだす「創作出版」と呼ばれる所以であり、『今日
の芸術』も同様のプロセスから成り立っている。「考える
世代とともに」には、前述の通り哲学、医学、生物学、
日本人論をフィールドとした著作があり、『今日の芸術』
は芸術論を担っている。そのすべてが同様の読者を対象
としており、共通した読者を継続して獲得できていたと
いうことがあるのではないだろうか。『今日の芸術』もこ
れらすべてのフィールドの読者に向けられたものであり、
だからこそ広く受け入れられたのではないか。『今日の芸
術』の推薦文を、光文社でベスト・セラーを連発してい
た伊藤整が書いているのも、神吉の読者獲得の戦略であ
ろう。伊藤は『今日の芸術』について、「芸術を、専門家
意識とかツウとかコクとか秘伝などというものから切り
離して、人間の感動とじかにつながるところの、誰にで
も使える自由な形式の中に解放しよう、というのが、岡
本太郎のこの本の思想である。その為に使われた豊富な
実例と賑やかな話題とのために、この書物は実にユーモ
ラスな快適な読み物となっている」と的確に解説した(24)。
第３章 『今日の芸術』の新書版と1950年代の美術書出版
1950年代の美術書出版
最後に、『今日の芸術』の新書版の意義と、同時期の美
術出版との関係について考察する。社会学者の加藤秀俊
は1962年に「新書の流行で、読書という行為が知識階級
だけの特殊な行為でなく、すべての人間の日常行為に組
み入れられるようになった」と述べている(25)。この言葉
が示す通り、『今日の芸術』も新書としてより深く一般の
人々の生活に入り込んで行ったのではないだろうか。
まず、同時代の美術出版について考察することとする。
『今日の芸術』にも一部に見られるような、西欧の近代芸
術の流れを主軸に置き、その解説を行う書籍の刊行は、
1950年代に多数みることができる。例えば、板垣一穂
『近代芸術の見かた考え方』（理想社、1952年）があるが、
序文において、大学の一般教養の教科書として企図され
たことが述べられている。あるいは、瀧口修造『今日の
美術と明日の美術』（読売新書、読売新聞社、1953年）も
フランスと日本の現代美術界の状況と交流について述べ
るが、評論・随想を主とした雑誌・新聞への寄稿文の収
録であり、また、１点も作品図版が掲載されていないこ
とから、一般向けとはいえないであろう。
岡本も同様の近代芸術史の書籍を書いている。自ら
「二十世紀に於て真に芸術運動の名に値するものは、ここ
にお話しした以外にはないのですから、この書は単に現
代美術史と題してもよかったわけなのです。しかし我国
で今まで現代藝術をこのような角度で取り上げる試みは
ありませんでしたし、また本書はこれからのアヴァンギ
ャルド藝術の跳躍台の意図をも含んでいるので、敢えて
この題名を付けました」と自負する『アヴァンギャルド
芸術』（美術出版社、1950年、図７）がそれに当たる(26)。
本書は『美術手帖』での連載をもとにしたものであり、
青年美術家を対象としているが、内容は平易に努められ
ている。本書をさらに推し進め、『今日の芸術』などで、
戦後の現代日本に生きる生活者を現代芸術の鑑賞者とし
て具体的かつ明確に位置づけた鑑賞論を展開したのが岡
本太郎の意義であった。
岡本と同様に、現代日本の生活からの視点を持ちなが
ら一般向けの近代芸術を論じた人物を検討すると長谷川
三郎（1906～1957）が挙げられるであろう。長谷川は、
『新らしい絵を見る手引』（日本美術出版、1948年、図８）
や『現代美術 理論と鑑賞』（創元社、1952年、図９）と
いった小型で手軽に手に取ることの出来る著作を著して
いる。特に後者は、全てのページに図版（２点ずつ）が
掲載され、そこに平易な解説文が従う、見ることを主体
とした構成であ
る。長谷川はその
執筆意図を「現代
人の感覚・感情・
真理等を、最も率
直に、とらわれな
く表現したのが現
代美術です。それ
が、虚偽と怠惰と
をにくむ現代の大
衆に愛され理解さ
れない筈はありま
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図７ 『アヴァンギャルド芸術』
図８（左) 長谷川三郎『新らしい絵を見る手引』
図９（右) 長谷川三郎『現代芸術 鑑賞と理論』

していった( 3 1 )。1955年には、年間の国内総出版点数
21,653点のうち、新書版は2,733点で12.7％を占め、一大
部門となっていったのである(32)。その新書ブームをけん
引したのが、1954年に創刊された光文社の「カッパ・ブ
ックス」であった(33)。
1955年に『今日の芸術』がカッパ・ブックスから新書
判として刊行された。前年からの新書ブームに乗って光
文社の躍進は続き、年間のベスト・セラー10冊の、２位
に望月衛『欲望』が、３位に渡辺一夫『うらなり抄』が、
６位に安田徳太郎『万葉集の謎』が、９位に本多顕彰
『指導者』が入っている。
さらに1963年には『新版 今日の芸術』がカッパ・ブ
ックスから刊行（再刊）されている。岡本は新版に際し
て、『今日の芸術』初版から９年を経たことで世の中は変
わってモダン・アートは一般化したものの、「今日では、
もっとごまかした形で、さらにいやったらしく、問題が
ずらされて」おり、「今だからこそ、かえって激しく問題
を掘りおこし、ぶつけなければなりません」と主張す
る(34)。筆者所蔵の本書は、10月30日に初版が発行され、
11月５日に８版発行となっているように、『今日の芸術』
は未だにアクチュアルな問いを発し続け、好調な売れ行
きを示していたと見てよいだろう。
この刊行の年、出版業界ではペーパーバックスの流行
が本格化していた。光文社は相変わらずベストセラーを
生み出し続け、本年のベスト・セラーの1位に占部都美
『危ない社会』、６位に猪木正文『物理学入門』、8位に群
司利男『国語笑字典』がランクインしている(35)。また、
桂ユキの旅行記『女ひとり原始部落に入る アフリカ・
アメリカ体験記』（光文社、カッパ・ブックス、1962年）
が、この年の毎日出版文化賞を受賞するという動きもあ
った。本書は狭義の美術書に当てはまる内容ではなく、
光文社の美術書に対する姿勢を示している。前に言及し
た社会学者の加藤秀俊は1962年に、「永遠でかつ普遍」的
知識と「現代的関心」との接点を探る岩波新書と、「現代
に生きるための知識と技術」を示すカッパ・ブックスと
が、対極に見えつつも接近しつつあることも指摘してい
る。岡本が継続してきた芸術と生活を結び付ける試みも
同様の構図で説明できる。次第にそれが特別視される行
為ではなくなってきたのであろう。
1973年、『今日の芸術』はいよいよ文庫判となった。光
文社の親会社である講談社から、講談社文庫の１冊とし
て刊行されている。岡本は文庫判に寄せて「この本は、
十年、二十年と、ますます若返ってくるようです。そし
てその必要性も、緊急度も」と、その今日的意義を書い
ている(36)。
この年、出版業界はオイルショックや電力供給削減な
どの因子によって、深刻な用紙不足、販売価格の上昇な
どの問題を抱えていた。それでも光文社、講談社は健闘
し、年間ベストセラー中、２冊を光文社が、３冊を講談
社が占めている。そのような状況でも『今日の芸術』が
再刊される意義があったことの現れである。
以上のような、文庫判・新書判の刊行を通して、『今日
の芸術』は、1954年から約20年をかけて、あらゆる一般
の読者にまで届けられていったのであろう。
啓蒙者・岡本太郎の評価
『今日の芸術』に影響されて前衛芸術を志す青年は多か
った。本書を読んで「時代を創造するためには、いやっ
たらしい芸術を作らなければ駄目だ、と心に誓った」篠
原有司男(37)、「「前衛への道」をそそのかされた」赤瀬川
原平(38)、大きな影響を受け、岡本の没後、光文社に文庫
化を強く勧めたという横尾忠則(39)、「洗脳されたように
感じた」という中原佑介(40)、東京藝術大学の学生であっ
た高松次郎も大きく影響されたという(41)。さらに、佐藤
玲子が指摘するように(42)、岩手大学の学生で本書の書評
「身近なアヴァンギャルド芸術論」を1955年に『日本読
書新聞』に投稿して掲載された22歳の村上善男もいた(43)。
『日本読書新聞』は、1955年10月３日号で「読者の書
評」の原稿を募集した。対象は、『今日の芸術』のほか、
小田切秀雄『人間の信頼について』、三島由紀夫『沈める
滝』など、小説とノンフィクション計12件であった(44)。
『今日の芸術』書評の選者・針生一郎によれば、本書につ
いては19歳から49歳までの多様な職業の読者から29編が
寄せられ、最終選考に残ったのは、村上のほか、本書が
「民衆とともに考えようとした、本当の意味での啓蒙的な
芸術理論」であると力説する26歳の商業従事者、教育論
と捉えた30歳の教員、中野重治と関連付けた25歳の図書
館職員の書評であった。本書の主要な読者が若い世代、
芸術に限らない幅広い職業の人々であったことがわか
る(45)。
こうして岡本はアヴァンギャルド芸術の啓蒙者と見做
されるようになったが、それに対する批判もあった。唐
木順三は1956年に岡本に対して「ただ氏が『今日の藝術』
で示してゐるやうな啓蒙家、手引者になりさがることな
きをのぞむばかりである。おのが『数寄』を貫き通す制
作家であることが願はしい。伝統を否定する伝統創造者
であることがのぞましい」と述べている(46)。
しかしながら、このような評価が提示されるというこ
とは、岡本の活動のフィールドが、美術界から外れた場
所になったというよりも、美術界という枠を外した一般
社会となっていることを意味しないだろうか。美術の一
般化を推し進める岡本の姿勢を、大江健三郎は1964年に
「絵画より他の岡本太郎氏のめざましい自己表現に接する
あいだに、しだいに、ひとりの明晰で熱情的で、先入観
にとらわれない独創的な啓蒙家としての岡本太郎のイメ
ージをつくりあげてきた」というように高く評価してい
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るのである(47)。
おわりに
本稿では、『今日の芸術』を中心に、出版の機能や史的
状況の観点から、岡本の芸術論の伝達と受容について考
察した。
1950年、岡本はすべての人が絵筆をとることが出来、
そのすべての人が良き鑑賞者になれることを宣言してい
た。その後の著作における対象とする読者は青年芸術家
からすべての人へと移っていくことになる。したがって
『今日の芸術』は、光文社の創作出版によって、その躍進
とともに生み出された新たな読者を取り込むことが出来、
現代日本の生活に立脚した岡本の具体性のある芸術論は、
広く行き渡ることになった。
『今日の芸術』はもはや美術書の枠で捉えるべきではな
いのかもしれない。本書は美術を一般の社会に持ち込む
というよりも、美術を専門家や美術愛好家の手から解放
して、その枠を解体する方向を志向している。それは戦
後の民主主義における新たな読者や出版社が求める方向
でもあった。鑑賞を価値の創造と定義して「芸術はすべ
ての人の創るもの」と主張する時、その発言は一般社会
に向けてというよりも、一般社会において行われている
のであろう。
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〔附記〕
本稿の執筆に関わる資料調査に際して、川崎市岡本太郎
美術館の仲野泰生氏、同館の佐藤玲子氏のご高配を賜り
ました。また、明治美術学会例会（2013年11月）におけ
る口頭発表「著作家としての岡本太郎と1950年代の美術
関連出版」において賜ったご助言を参考にいたしました。
さらに、査読者各位から貴重なご意見を賜りました。記
して御礼申し上げます。
（すのはら ふみひろ）
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